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小谷野球リーグの事業で、小谷中野球クラブが友好都市菊川市に伺い、

小笠クラブと親善野球を行いました
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令和５年度　小谷村表彰式について２

[ おもな内容 ]

小谷塩の道トレイルを開催しました３



（3）　広報おたり　令和５年 12 月号 広報おたり　令和５年 12 月号（2）

塩島  弘志  氏

叙 勲

　
元
小
谷
中
学
校
校
長
　
塩

島
弘
志
氏
（
白
馬
村
）
が
長

年
に
わ
た
る
功
労
に
よ
り
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
叙
勲
と
は
、
公
共
的
な
職

務
の
複
雑
度
、
困
難
度
、
責

任
の
程
度
な
ど
を
評
価
し
、

職
務
を
果
た
し
功
績
を
あ
げ

た
人
に
対
し
て
、
授
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
塩
島
先
生
は
昭
和
32
年
に

南
小
谷
中
学
校
講
師
を
初
任

と
し
、
昭
和
34
年
に
同
南
小

谷
中
学
校
教
諭
に
任
じ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
39
年
間
に

わ
た
り
、
特
に
南
北
安
曇
郡

内
下
の
小
中
学
校
に
勤
務
さ

元小谷中学校校長

　11月３日に小谷村表彰式が行われ、各分野で
活躍された方々が表彰されました。

令
和
５
年
度
小
谷
村
表
彰
式
表
彰
者
（
敬
称
略
）

　
賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）
に
お
い

て
、
新
た
に
住
宅
用
地
を
所
有
す
る

方
及
び
利
用
状
況
に
異
動
が
あ
っ
た

所
有
者
の
方
は
、
そ
の
賦
課
期
日
で

あ
る
１
月
１
日
ま
で
に
「
住
宅
用
地

適
用
（
異
動
）
申
告
書
」
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
前
年
度
か
ら

引
き
続
き
所
有
し
、
か
つ
申
告
内
容

に
異
動
が
な
い
場
合
は
、
提
出
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
い

た
だ
い
た
場
合
は
、
令
和
６
年
度
課

税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
様
式
は
小
谷
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ

く
か
、税
務
係
窓
口
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　
住
宅
用
地
と
は
、
居
住
用
と

し
て
全
部
ま
た
は
そ
の
一
部
を

利
用
し
て
い
る
宅
地
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
住
宅
用
地
は
税
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
そ
の
面
積
の
広
さ
に

よ
っ
て
小
規
模
住
宅
用
地
と
一

般
住
宅
用
地
に
分
け
て
特
例
措

置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

店
舗
や
事
務
所
、
営
業
用
駐
車

場
等
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

宅
地
は
非
住
宅
用
地
と
な
り
、

軽
減
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
税
務
係

　
　
８
２
‐
２
０
３
７

「住宅用地適用（異動）申告書」の提出について

れ
、　
平
成
４
年
４
月
か
ら

平
成
８
年
３
月
ま
で
の
４
年

間
、
小
谷
中
学
校
校
長
と
し

て
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
平
成
７
年
に
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と

を
機
に
、
同
年
７
月
の
集
中

豪
雨
災
害
と
相
ま
っ
て
大
阪

府
鷹
取
中
学
校
と
の
相
互
交

流
を
開
始
し
、
地
域
災
害
に

地
域
住
民
や
教
職
員
、
生
徒

と
と
も
に
災
害
へ
の
備
え
や

復
興
に
対
す
る
指
揮
を
実
践

さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
26
日
、
ご
自
宅
に
お

い
て
、
関
教
育
長
か
ら
叙
勲

の
伝
達
を
い
た
し
ま
し
た
。

令和５年度　小谷村表彰式

　
11
月
５
日
に
北
小
谷
下
寺
地
区
で
起
き
た
住
宅
火

災
で
、
下
寺
在
住
の
増
富
康
亮
さ
ん
・
妻
の
永
子
さ

ん
、
社
会
医
療
法
人
城
西
医
療
財
団
Ｓ
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ク
ラ
ブ
小
谷
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
増
富
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
１
１
９
番
通
報
す
る
と
と

も
に
屋
内
に
い
た
男
性
を
救
助
し
、
消
防
、
警
察
が

来
る
ま
で
の
間
、安
全
の
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｓ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小
谷
は
、
消
防
水

利
が
少
な
い
た
め
、
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
の
水
を
消

火
用
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
各
位

の
迅
速
か
つ
適
切
な
活
動
が
な
け

れ
ば
人
命
に
か
か
わ
る
可
能
性
が

高
い
も
の
で
あ
り
、
消
火
活
動
及

び
被
害
拡
大
防
止
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
火
を
扱
う
こ
と
が
多
い
季
節
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
一
度
火
の

元
及
び
消
火
器
等
の
消
火
設
備
、

緊
急
時
の
連
絡
体
制
な
ど
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係

　
　

８
２
‐
２
０
２
４

　
11
月
４
日
か
ら
５
日
に
「
小
谷
塩
の
道
ト
レ
イ
ル
」
が
開

催
さ
れ
、
１
８
４
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
塩
の
道
を
走
り
抜
け
ま

し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
い
た
だ
い
た
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
は
、「
エ

イ
ド
に
地
域
の
食
材
が
あ
り
楽
し
め
た
」「
景
色
が
本
当
に

き
れ
い
で
何
度
も
足
を
止
め
て
癒
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
き
、
小
谷
村
の
特
色
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
大

会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
谷
村
の
温
か
さ
が
ラ
ン
ナ
ー
に
も
伝
わ
り
、「
沿

道
の
声
援
が
力
に
な
っ
た
」「
お
も
て
な
し
が
最
高
だ
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
エ
イ
ド
等
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
沿
道
で
の
応
援
な
ど
長
時
間
に
わ
た
り
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
観
光
商
工
係　
　

８
２
‐
２
５
８
５

　小谷小学校ＰＴＡが令和５年度優良ＰＴＡ文部科学
大臣表彰を受賞しました。
　ケーブルテレビによるＰＴＡ活動の紹介、相互理解
を深めるための活動など、平成18年の開校からの様々
なＰＴＡ活動が評価されたことによる受賞です。

　小谷村教育委員会

小谷小学校ＰＴＡ

　　優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰 受賞
【
功
績
概
要
】

　
増
富
康
亮
さ
ん
、
永
子
さ
ん

　
　
人
命
救
助
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

　
社
会
医
療
法
人
城
西
医
療
財
団

　
Ｓ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小
谷

消
火
用
水
の
提
供
に
努
め
ら
れ
被
害
を
最

小
限
に
く
い
と
め
た
功
績

北アルプス広域消防本部
　　　　    消防協力者表彰
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（5）　広報おたり　令和５年 12 月号 広報おたり　令和５年 12 月号（4）

　「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
協
力
を
行
い

た
い
人
と
受
け
た
い
人
が
会
員
に
な

り
、
小
谷
村
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
事
務
局
と
し
、
事
務
局
が
橋

渡
し
役
と
し
て
、
会
員
同
士
が
子
ど

も
の
世
話
等
を
一
時
的
に
協
力
し
合

う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

　
利
用
会
員
（
子
育
て
の
協
力
を
受

け
た
い
人
）
の
登
録
対
象
者
は
、
村

内
に
住
民
票
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

村
内
で
勤
務
す
る
人
で
、
産
前
産
後

の
人
、
首
が
座
っ
た
乳
児
（
概
ね
４

か
月
頃
）
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
子
ど
も
が
い
る
人
。

　
チ
ラ
シ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
・
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込
み
で
き
ま

す
。

　
仕
事
が
あ
っ
て
保
育
園
の
送
迎
が

難
し
い
。
延
長
保
育
園
・
学
童
の
時

間
外
に
子
ど
も
を
預
け
た
い
け
ど
、

お
願
い
す
る
人
が
い
な
い
。
産
前
産

後
に
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
人
が
い

な
い
。
病
院
受
診
中
に
子
ど
も
を
お

願
い
す
る
人
が
い
な
い
な
ど
、
利
用

会
員
の
登
録
を
し
て
い
る
と
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
会
員
登
録
は
無

料
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　「
障
害
者
週
間
」
は
、
平
成
16
年

６
月
の
障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
、
国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
者
の

福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、
障
が
い
者
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
国

際
障
害
者
デ
ー
』
で
あ
る
12
月
３
日

か
ら
、
12
月
９
日
ま
で
の
１
週
間
を

『
障
害
者
週
間
』
と
し
て
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
１
週
間
は
、
障
が
い
者
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
共
に
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
に
向
か
っ
て
一
人

ひ
と
り
が
考
え
る
週
間
で
す
。

　
今
年
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　　
白
馬
村
に
も
新
し
く
障
が
い
者
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た

が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
共
同
生
活

援
助
）
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ひ

と
つ
で
す
。
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
、
難
病
の
方
な
ど
、
生
活
に
支

援
が
必
要
な
方
が
少
人
数
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
に
は
世
話
人
さ

ん
が
い
て
、
金
銭
管
理
や
日
常
生
活

の
介
助
や
支
援
を
受
け
な
が
ら
安
心

し
て
生
活
が
出
来
ま
す
。利
用
に
は
、

各
種
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
、
高
齢
者

向
け
と
障
が
い
者
向
け
の
も
の
が
あ

り
、
年
齢
や
必
要
と
す
る
支
援
内
容

に
よ
っ
て
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
場
所
と
し
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。
誰
も
が

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
場
所
で

暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
２

感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
現
在
実
施
し
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種

は
、
12
月
11
日
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。
意
向
調
査
等
で
接
種

を
希
望
さ
れ
た
方
に
は
確
定
通

知
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す

が
、
新
た
に
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
や
村
外
で
の
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
ワ
ク
チ
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
接
種
日
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

●
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
７
１
‐
７
８
８
０

小
谷
村
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

利
用
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

12
月
３
日
〜
９
日
は
『
障
害
者
週
間
』
で
す

　
集
落
支
援
係
で
は
村
内
に
お
け

る
空
き
家
状
況
を
調
査
し
ま
し
た

の
で
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

 

調
査
手
法

　
令
和
５
年
８
月
の
集
落
要
望
ヒ

ア
リ
ン
グ
時
に
各
地
区
代
表
者
へ

の
聞
き
取
り
お
よ
び
、現
地
確
認
。

※
空
き
家
と
は

　
１
年
以
上
住
ん
で
い
な
い
、
ま

た
は
使
わ
れ
て
い
な
い
家
と
定
義

し
、
そ
の
他 

、
人
の
出
入
り
や
、

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
使
用
状
況
、

物
件
の
管
理
状
況
等
、
総
合
的
に

判
断
し
ま
す
。

 

調
査
内
容

　
各
地
区
代
表
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
、
空
き
家
の
可
能
性
が

あ
る
住
宅
す
べ
て
、
外
観
よ
り
３

段
階
の
判
定
を
行
な
い
ま
し
た
。

 

判
定
区
分

①
居
住
可
能
（
直
ち
に
ま
た
は
軽

微
な
補
修
で
住
む
こ
と
が
で
き

る
状
態
）

②
補
修
が
必
要
（
水
回
り
や
基
礎

等
の
一
部
に
腐
朽
、
破
損
が
生

じ
て
い
る
が
大
修
理
を
す
れ
ば

住
む
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
状
態
）

③
居
住
不
可
能
（
柱
・
梁
の
腐
朽
、

破
損
又
は
変
形
が
著
し
く
崩
壊

等
の
可
能
性
が
あ
り
除
去
が
必

要
な
状
態
）

 

調
査
結
果

　
平
成
27
年
度
の
調
査
時
よ
り
８

年
間
で
空
き
家
総
数
が
１
４
６
％

増
（
52
軒
増
）
総
数
１
６
６
軒
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
27
年
度
に
要
補
修
で

あ
っ
た
空
き
家
の
一
部
で
は
老
朽

化
等
が
進
み
、
居
住
不
可
能
判
定

が
増
え
た
要
因
に
な
っ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
村
で
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
所
有
者
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
、

空
き
家
物
件
情
報
を
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
提
供
す
る
仕
組
み

で
す
。
近
年
の
空
き
家
バ
ン
ク
成

村内の
空き家状況
　について

約
件
数
と
し
て
毎
年
５
件
程
度
が

成
約
し
売
買
・
賃
貸
さ
れ
て
い
る

状
況
で
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン

ク
利
用
者
で
移
住
希
望
者
の
ほ
と

ん
ど
が
賃
貸
利
用
を
希
望
し
て
い

ま
す
。
空
き
家
所
有
者
の
方
や
今

後
、
ご
自
身
の
住
宅
の
管
理
等
に

つ
い
て
ご
不
安
が
あ
る
方
は
一

度
、
集
落
支
援
係
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
長
野
地
方
法
務
局
・

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
不
動

産
の
相
続
登
記
を
促
進
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
い
た
だ
き
、

皆
様
の
財
産
の

今
後
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
集
落
支
援
係

　　

８
２
‐
２
５
８
９

『
障
害
者
週
間
』

小
谷
村
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ

　
寒
い
季
節
と
な
り
、
空
気
が

乾
燥
し
感
染
症
が
流
行
し
や
す

い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
だ
け

で
な
く
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
も
流
行
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
や
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染

症
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
感
染
症
に
か
か
ら

な
い
、
流
行
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、予
防
が
と
て
も
大
事
で
す
。

手
洗
い
・
う
が
い
に
加
え
、
こ

ま
め
に
部
屋
の
換
気
を
す
る
、

状
況
に
応
じ
て
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
な
ど
、
感
染
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
ご
自
身
の
体
調
管

理
も
重
要
で
す
。栄
養
や
休
息
・

睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
、
適
度

に
体
を
動
か
す
な
ど
、
感
染
し

に
く
い
生
活
習
慣
を
心
が
け
て

い
た
だ
き
、
こ
の
冬
を
元
気
に

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
５
年
度
の
有
害
鳥
獣

捕
獲
事
業
を
11
月
14
日
ま
で

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
期
間

中
の
捕
獲
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

 

・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　
　
35
頭
（
昨
年
９
頭
）

 

・
イ
ノ
シ
シ

　
　
15
頭
（
昨
年
11
頭
）

 

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
　
16
頭
（
昨
年
21
頭
）

 

・
ニ
ホ
ン
ザ
ル

　
　
36
頭
（
昨
年
９
頭
）

　
皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い

た
目
撃
情
報
に
よ
り
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
以
外
の
獣
類
が
昨
年
を

上
回
る
捕
獲
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
民
の
皆
様
か
ら
、

捕
獲
用
の
エ
サ
（
リ
ン
ゴ
、
カ

ボ
チ
ャ
等
）
の
提
供
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
積
雪
期
を
迎
え
、
エ
サ
を
求

め
る
ク
マ
等
の
出
没
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
な
お
、
目
撃
の
際

に
は
役
場
農
林
係
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
８

令和５年度 有害鳥獣捕獲について
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村
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有
す
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、
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村
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で
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で
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６
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広
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、
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れ

ま
し
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こ
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、
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い
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す
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と
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深
め
、
障
が
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の
あ
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な
い
人
も
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共
に
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せ
る
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の
実
現
に
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て
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人

ひ
と
り
が
考
え
る
週
間
で
す
。

　
今
年
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　　
白
馬
村
に
も
新
し
く
障
が
い
者
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た

が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
共
同
生
活

援
助
）
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ひ

と
つ
で
す
。
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
、
難
病
の
方
な
ど
、
生
活
に
支

援
が
必
要
な
方
が
少
人
数
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
に
は
世
話
人
さ

ん
が
い
て
、
金
銭
管
理
や
日
常
生
活

の
介
助
や
支
援
を
受
け
な
が
ら
安
心

し
て
生
活
が
出
来
ま
す
。利
用
に
は
、

各
種
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
、
高
齢
者

向
け
と
障
が
い
者
向
け
の
も
の
が
あ

り
、
年
齢
や
必
要
と
す
る
支
援
内
容

に
よ
っ
て
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
場
所
と
し
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。
誰
も
が

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
場
所
で

暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
２

感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
現
在
実
施
し
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種

は
、
12
月
11
日
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。
意
向
調
査
等
で
接
種

を
希
望
さ
れ
た
方
に
は
確
定
通

知
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す

が
、
新
た
に
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
や
村
外
で
の
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
ワ
ク
チ
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
接
種
日
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

●
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
７
１
‐
７
８
８
０

小
谷
村
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

利
用
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

12
月
３
日
〜
９
日
は
『
障
害
者
週
間
』
で
す

　
集
落
支
援
係
で
は
村
内
に
お
け

る
空
き
家
状
況
を
調
査
し
ま
し
た

の
で
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

 

調
査
手
法

　
令
和
５
年
８
月
の
集
落
要
望
ヒ

ア
リ
ン
グ
時
に
各
地
区
代
表
者
へ

の
聞
き
取
り
お
よ
び
、現
地
確
認
。

※
空
き
家
と
は

　
１
年
以
上
住
ん
で
い
な
い
、
ま

た
は
使
わ
れ
て
い
な
い
家
と
定
義

し
、
そ
の
他 

、
人
の
出
入
り
や
、

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
使
用
状
況
、

物
件
の
管
理
状
況
等
、
総
合
的
に

判
断
し
ま
す
。

 

調
査
内
容

　
各
地
区
代
表
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
、
空
き
家
の
可
能
性
が

あ
る
住
宅
す
べ
て
、
外
観
よ
り
３

段
階
の
判
定
を
行
な
い
ま
し
た
。

 

判
定
区
分

①
居
住
可
能
（
直
ち
に
ま
た
は
軽

微
な
補
修
で
住
む
こ
と
が
で
き

る
状
態
）

②
補
修
が
必
要
（
水
回
り
や
基
礎

等
の
一
部
に
腐
朽
、
破
損
が
生

じ
て
い
る
が
大
修
理
を
す
れ
ば

住
む
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
状
態
）

③
居
住
不
可
能
（
柱
・
梁
の
腐
朽
、

破
損
又
は
変
形
が
著
し
く
崩
壊

等
の
可
能
性
が
あ
り
除
去
が
必

要
な
状
態
）

 
調
査
結
果

　
平
成
27
年
度
の
調
査
時
よ
り
８

年
間
で
空
き
家
総
数
が
１
４
６
％

増
（
52
軒
増
）
総
数
１
６
６
軒
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
27
年
度
に
要
補
修
で

あ
っ
た
空
き
家
の
一
部
で
は
老
朽

化
等
が
進
み
、
居
住
不
可
能
判
定

が
増
え
た
要
因
に
な
っ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
村
で
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
所
有
者
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
、

空
き
家
物
件
情
報
を
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
提
供
す
る
仕
組
み

で
す
。
近
年
の
空
き
家
バ
ン
ク
成

村内の
空き家状況
　について

約
件
数
と
し
て
毎
年
５
件
程
度
が

成
約
し
売
買
・
賃
貸
さ
れ
て
い
る

状
況
で
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン

ク
利
用
者
で
移
住
希
望
者
の
ほ
と

ん
ど
が
賃
貸
利
用
を
希
望
し
て
い

ま
す
。
空
き
家
所
有
者
の
方
や
今

後
、
ご
自
身
の
住
宅
の
管
理
等
に

つ
い
て
ご
不
安
が
あ
る
方
は
一

度
、
集
落
支
援
係
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
長
野
地
方
法
務
局
・

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
不
動

産
の
相
続
登
記
を
促
進
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
い
た
だ
き
、

皆
様
の
財
産
の

今
後
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
集
落
支
援
係

　　

８
２
‐
２
５
８
９

『
障
害
者
週
間
』

小
谷
村
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ

　
寒
い
季
節
と
な
り
、
空
気
が

乾
燥
し
感
染
症
が
流
行
し
や
す

い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
だ
け

で
な
く
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
も
流
行
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
や
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染

症
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
感
染
症
に
か
か
ら

な
い
、
流
行
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、予
防
が
と
て
も
大
事
で
す
。

手
洗
い
・
う
が
い
に
加
え
、
こ

ま
め
に
部
屋
の
換
気
を
す
る
、

状
況
に
応
じ
て
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
な
ど
、
感
染
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
ご
自
身
の
体
調
管

理
も
重
要
で
す
。栄
養
や
休
息
・

睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
、
適
度

に
体
を
動
か
す
な
ど
、
感
染
し

に
く
い
生
活
習
慣
を
心
が
け
て

い
た
だ
き
、
こ
の
冬
を
元
気
に

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
５
年
度
の
有
害
鳥
獣

捕
獲
事
業
を
11
月
14
日
ま
で

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
期
間

中
の
捕
獲
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

 

・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　
　
35
頭
（
昨
年
９
頭
）

 

・
イ
ノ
シ
シ

　
　
15
頭
（
昨
年
11
頭
）

 

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
　
16
頭
（
昨
年
21
頭
）

 

・
ニ
ホ
ン
ザ
ル

　
　
36
頭
（
昨
年
９
頭
）

　
皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い

た
目
撃
情
報
に
よ
り
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
以
外
の
獣
類
が
昨
年
を

上
回
る
捕
獲
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
民
の
皆
様
か
ら
、

捕
獲
用
の
エ
サ
（
リ
ン
ゴ
、
カ

ボ
チ
ャ
等
）
の
提
供
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
積
雪
期
を
迎
え
、
エ
サ
を
求

め
る
ク
マ
等
の
出
没
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
な
お
、
目
撃
の
際

に
は
役
場
農
林
係
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
８

令和５年度 有害鳥獣捕獲について
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『
ま
ち
の
縁
側
講
座
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
５
日
に
下
里
瀬
、
池
原
、
雨
中
地

区
に
て
『
ま
ち
の
縁
側
講
座
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　『
ま
ち
の
縁
側
講
座
』
と
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
県
長

寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
大
北
支
部
、
大
町

保
健
福
祉
事
務
所
の
主
催
に
よ
り
、
地
域

を
散
策
す
る
こ
と
で
日
頃
気
づ
か
な
い
地

域
の
魅
力
や
課
題
を
探
り
、
高
齢
者
が
気

軽
に
集
ま
れ
る
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
地

域
の
あ
り
方
を
考
え
る
講
座
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
介
護
予
防
の
視
点
か
ら
も
、
高
齢
者
の

居
場
所
や
活
躍
の
場
の
確
保
は
重
要
で

す
。
地
域
を
繋
ぐ
潤
滑
油
と
し
て
無
理
な

く
継
続
的
に
参
加
で
き
る
、〝
居
場
所
づ

く
り〝

と
、「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
コ
ト
」

が
緩
や
か
に
つ
な
が
る
地
域
が
で
き
て
い

く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
散
策
し
て
み
て
、
次
の
よ
う
な
意

見
・
感
想
が
出
ま
し
た
。

〈
下
里
瀬
地
区
〉

　
相
撲
の
碑
、
薬
師
堂
な
ど
他
の
地
域
の

人
に
も
知
っ
て
欲
し
い
。

　
災
害
な
ど
を
受
け
な
が
ら
も
地
に
着
い

た
生
活
を
し
て
い
る
住
民
に
は
頭
が
下
が

る
。

地域包括支援センターからのお知らせ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
Ａ

Ｃ
Ｐ（
人
生
会
議
）
の
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
緊
急
時

に
医
療
機
関
と
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
が

図
れ
る
よ
う
、
冷
蔵
庫
に
情
報
を
記

入
し
た
カ
プ
セ
ル
を
入
れ
て
お
く

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
や
、
小

谷
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
え
ん

で
く
」
の
普
及
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
の
住
民
向
け
講
演
会
の
中
で

も
「
ま
ず
は
元
気
で
い
る
こ
と
、
そ

れ
で
も
や
っ
て
く
る
『
い
つ
か
』
の

た
め
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
の
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ

の
『
準
備
』
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

〈
池
原
地
区
〉

　
池
原
諏
訪
神
社
が
立
派
！
ほ
か
の
人
に

も
見
て
も
ら
い
た
い
。
人
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
が
お
祭
り
を
介
し
て
子
ど
も
た
ち

や
村
民
が
集
ま
る
場
所
に
で
き
な
い
か
。

〈
雨
中
地
区
〉

　
堤
防
道
路
の
散
策
、
み
な
と
や
さ
ん
が

昭
和
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
雨
中
に
は
素
晴
ら
し
い
縁
側
ビ
ト
が
い

た
。（
過
去
に
自
宅
地
下
を
開
放
し
て
地

域
の
人
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
さ
れ
て
い
た
お

宅
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

　
ど
の
地
区
も
畑
や
お
花
畑
を
き
れ
い
に

管
理
さ
れ
て
い
た
。

　
普
段
、
車
で
動
く
こ
と
の
多
い
参
加
者

も
、「
歩
く
こ
と
で
見
え
る
も
の
が
違
っ

た
。」
と
口
を
揃
え
て
話
し
て
お
り
、
こ

の
機
会
を
通
じ
て
ご
近
所
の
人
と
の
お
茶

会
を
考
え
た
い
な
ど
と
前
向
き
な
意
見
も

聞
か
れ
、
再
発
見
の
機
会
を
継
続
し
て
欲

し
い
と
い
っ
た
意
見
も
出
ま
し
た
。

　
新
し
い
も
の
を
作
る
の
で
な
く
家
の
前

に
椅
子
を
置
い
て
み
る
な
ど
、
小
さ
な
こ

と
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
〝
居
場
所
づ
く

り〝

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

　
相
続
、
遺
言
、
生
前
贈
与
…
片
付
け
、

家
の
始
末
、
墓
じ
ま
い
。
判
断
能
力
が

あ
り
元
気
な
今
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
。

自
分
の
た
め
に
家
族
の
た
め
に
〝
今〝

や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
？
ス
ッ
キ
リ

し
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

　
事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

「
人
生
を
最
期
ま
で
健
や
か
に

　
　
過
ご
す
た
め
に
　
〜
終
活
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

人
生
を
最
期
ま
で
健
や
か
に

  

過
ご
す
た
め
に 

〜
終
活
講
座

日
　
時

令
和
５
年
12
月
14
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
～
午
後
３
時

場
　
所

小
谷
村
役
場
２
階
　
視
聴
覚
室

講
　
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー

代
表
理
事
　
小
川
　
和
子
氏

参
加
費
　
無
料

お
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
８
２
‐
３
１
３
５

日

　時

場

　所

講

　師

代
表
理
事

参
加
費

お
問
い
合
わ
せ

ま
め
ま
め
知
識
№117№117

　
歯
と
口
の
健
康
は
、
心
身
の
健

康
を
支
え
て
い
く
た
め
に
と
て
も

大
切
で
あ
り
、
生
活
の
質
を
良
く

す
る
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、

定
期
的
に
歯
科
医
院
に
通
い
、
検

診
や
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

　
令
和
４
年
度
の
村
の
健
診
を
受

け
ら
れ
た
方
の
う
ち
「
こ
の
１
年

間
に
歯
科
検
診
を
受
け
て
い
る
」

と
回
答
さ
れ
た
方
は
45
・
５
%
で

し
た
。
歯
と
口
の
病
気
は
、
悪
化

し
て
か
ら
自
覚
す
る
こ
と
が
多

く
、
痛
く
な
っ
た
と
き
だ
け
歯
科

医
院
に
通
う
人
も
ま
だ
ま
だ
多
い

よ
う
で
す
。

　
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
歯
み

が
き
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
だ
け
で

な
く
、
歯
科
医
院
で
の
定
期
検
診

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
歯
科
医
院
で

は
、
歯
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
定

期
検
診
や
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（
歯
石
や
歯
垢
の
除
去
）、
歯
の
み

が
き
方
や
手
入
れ
の
方
法
等
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
歯
の
健
康
づ
く
り
に
大
切
な
の

は
「
む
し
歯
予
防
」
と
「
歯
周
病

予
防
」
で
す
。「
む
し
歯
予
防
」

に
は
、フ
ッ
素
が
効
果
的
な
の
で
、

フ
ッ
素
入
り
の
歯
磨
き
粉
を
使
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
よ
り
効
果

的
な
の
は
、
歯
に
フ
ッ
素
を
定
期

的
に
塗
る
こ
と
で
す
。
乳
歯
だ
け

で
な
く
、
永
久
歯
に
も
効
果
が
あ

る
の
で
、
新
し
く
生
え
て
き
た
永

久
歯
も
歯
科
医
院
で
塗
っ
て
も
ら

う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
「
歯
周
病
」
は
悪
化
す
る

と
口
の
中
だ
け
で
な
く
、
糖
尿
病

や
心
疾
患
な
ど
の
全
身
の
疾
患
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
痛

く
な
れ
ば
気
付
く
む
し
歯
と
は
違

い
、
歯
周
病
は
歯
を
支
え
る
骨
や

歯
茎
が
弱
っ
て
い
く
病
気
の
た

め
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
悪
化

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
は
、
正
し
い
歯
み
が
き

と
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ

ア
が
大
切
で
す
。
加
え
て
、
少
な

く
と
も
年
に
一
度
は
歯
科
医
院
で

検
診
を
受
け
、
歯
石
・
歯
垢
除
去

な
ど
の
ケ
ア
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

① 

歯
周
疾
患
節
目
検
診

　
今
年
度
中
に
40
・
50
・
60
・
70

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
を
対
象

に
、
歯
科
検
診
に
か
か
る
費
用
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と

な
ら
れ
る
方
へ
は
年
度
当
初
に
案

内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

ご
自
身
の
歯
や
口
の
健
康
づ
く
り

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

② 

　
歳
及
び
　
歳
の

　 

歯
科
検
診

　
よ
り
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
、

口
腔
内
の
衛
生
状
態
に
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
開
始
し
た

事
業
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
中
に

20
歳
及
び
30
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
対

象
と
な
ら
れ
る
方
へ
は
既
に
案
内

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
こ

の
機
会
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
ご

自
身
の
歯
や
口
の
健
康
づ
く
り
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

③ 

年
長
児
フ
ッ
素
塗
布
事
業

　
今
年
度
中
に
６
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
お
子
さ
ん
（
年
長
児
）
を

対
象
に
、
フ
ッ
素
塗
布
（
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
含
む
）
の
無
料
受
診

券
（
1
回
分
）
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
歯

の
育
成
の
た
め
、
こ
の
機
会
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

④ 

妊
婦
歯
科
検
診

　
妊
娠
中
は
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
や

つ
わ
り
等
で
口
腔
内
の
健
康
な
状

態
が
保
た
れ
に
く
い
時
期
に
あ
る

た
め
、
村
で
は
妊
婦
さ
ん
を
対
象

に
歯
科
検
診
に
か
か
る
費
用
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
は

も
と
よ
り
、
出
産
後
の
お
母
さ
ん

と
お
子
さ
ん
の
お
口
の
健
康
を
守

る
た
め
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

　「
食
べ
物
を
歯
で
か
み
、
味
わ
っ
て
食
べ
る
」
こ
と
は
、
私
た
ち

の
心
と
体
を
健
康
に
保
つ
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。

　
今
回
の
ま
め
ま
め
知
識
で
は
『
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
』
を
テ
ー
マ
に
し
ま
す
。

最
近
、
い
つ
歯
医
者
さ
ん
へ

行
き
ま
し
た
か
？

歯
の
健
康
づ
く
り
に
は

む
し
歯
予
防
と
歯
周
病
予
防

小
谷
村
で
は
次
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

20

30

し 

せ
き

し 

こ
う
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『
ま
ち
の
縁
側
講
座
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
５
日
に
下
里
瀬
、
池
原
、
雨
中
地

区
に
て
『
ま
ち
の
縁
側
講
座
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　『
ま
ち
の
縁
側
講
座
』
と
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
県
長

寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
大
北
支
部
、
大
町

保
健
福
祉
事
務
所
の
主
催
に
よ
り
、
地
域

を
散
策
す
る
こ
と
で
日
頃
気
づ
か
な
い
地

域
の
魅
力
や
課
題
を
探
り
、
高
齢
者
が
気

軽
に
集
ま
れ
る
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
地

域
の
あ
り
方
を
考
え
る
講
座
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
介
護
予
防
の
視
点
か
ら
も
、
高
齢
者
の

居
場
所
や
活
躍
の
場
の
確
保
は
重
要
で

す
。
地
域
を
繋
ぐ
潤
滑
油
と
し
て
無
理
な

く
継
続
的
に
参
加
で
き
る
、〝
居
場
所
づ

く
り〝

と
、「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
コ
ト
」

が
緩
や
か
に
つ
な
が
る
地
域
が
で
き
て
い

く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
散
策
し
て
み
て
、
次
の
よ
う
な
意

見
・
感
想
が
出
ま
し
た
。

〈
下
里
瀬
地
区
〉

　
相
撲
の
碑
、
薬
師
堂
な
ど
他
の
地
域
の

人
に
も
知
っ
て
欲
し
い
。

　
災
害
な
ど
を
受
け
な
が
ら
も
地
に
着
い

た
生
活
を
し
て
い
る
住
民
に
は
頭
が
下
が

る
。

地域包括支援センターからのお知らせ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
Ａ

Ｃ
Ｐ（
人
生
会
議
）
の
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
緊
急
時

に
医
療
機
関
と
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
が

図
れ
る
よ
う
、
冷
蔵
庫
に
情
報
を
記

入
し
た
カ
プ
セ
ル
を
入
れ
て
お
く

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
や
、
小

谷
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
え
ん

で
く
」
の
普
及
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
の
住
民
向
け
講
演
会
の
中
で

も
「
ま
ず
は
元
気
で
い
る
こ
と
、
そ

れ
で
も
や
っ
て
く
る
『
い
つ
か
』
の

た
め
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
の
大

切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ

の
『
準
備
』
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

〈
池
原
地
区
〉

　
池
原
諏
訪
神
社
が
立
派
！
ほ
か
の
人
に

も
見
て
も
ら
い
た
い
。
人
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
が
お
祭
り
を
介
し
て
子
ど
も
た
ち

や
村
民
が
集
ま
る
場
所
に
で
き
な
い
か
。

〈
雨
中
地
区
〉

　
堤
防
道
路
の
散
策
、
み
な
と
や
さ
ん
が

昭
和
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
雨
中
に
は
素
晴
ら
し
い
縁
側
ビ
ト
が
い

た
。（
過
去
に
自
宅
地
下
を
開
放
し
て
地

域
の
人
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
さ
れ
て
い
た
お

宅
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

　
ど
の
地
区
も
畑
や
お
花
畑
を
き
れ
い
に

管
理
さ
れ
て
い
た
。

　
普
段
、
車
で
動
く
こ
と
の
多
い
参
加
者

も
、「
歩
く
こ
と
で
見
え
る
も
の
が
違
っ

た
。」
と
口
を
揃
え
て
話
し
て
お
り
、
こ

の
機
会
を
通
じ
て
ご
近
所
の
人
と
の
お
茶

会
を
考
え
た
い
な
ど
と
前
向
き
な
意
見
も

聞
か
れ
、
再
発
見
の
機
会
を
継
続
し
て
欲

し
い
と
い
っ
た
意
見
も
出
ま
し
た
。

　
新
し
い
も
の
を
作
る
の
で
な
く
家
の
前

に
椅
子
を
置
い
て
み
る
な
ど
、
小
さ
な
こ

と
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
〝
居
場
所
づ
く

り〝

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

　
相
続
、
遺
言
、
生
前
贈
与
…
片
付
け
、

家
の
始
末
、
墓
じ
ま
い
。
判
断
能
力
が

あ
り
元
気
な
今
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
。

自
分
の
た
め
に
家
族
の
た
め
に
〝
今〝

や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
？
ス
ッ
キ
リ

し
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

　
事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

「
人
生
を
最
期
ま
で
健
や
か
に

　
　
過
ご
す
た
め
に
　
〜
終
活
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

人
生
を
最
期
ま
で
健
や
か
に

  

過
ご
す
た
め
に 

〜
終
活
講
座

日
　
時

令
和
５
年
12
月
14
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
～
午
後
３
時

場
　
所

小
谷
村
役
場
２
階
　
視
聴
覚
室

講
　
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー

代
表
理
事
　
小
川
　
和
子
氏

参
加
費
　
無
料

お
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
８
２
‐
３
１
３
５

日

　時

場

　所

講

　師

代
表
理
事

参
加
費

お
問
い
合
わ
せ

ま
め
ま
め
知
識
№117№117

　
歯
と
口
の
健
康
は
、
心
身
の
健

康
を
支
え
て
い
く
た
め
に
と
て
も

大
切
で
あ
り
、
生
活
の
質
を
良
く

す
る
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、

定
期
的
に
歯
科
医
院
に
通
い
、
検

診
や
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

　
令
和
４
年
度
の
村
の
健
診
を
受

け
ら
れ
た
方
の
う
ち
「
こ
の
１
年

間
に
歯
科
検
診
を
受
け
て
い
る
」

と
回
答
さ
れ
た
方
は
45
・
５
%
で

し
た
。
歯
と
口
の
病
気
は
、
悪
化

し
て
か
ら
自
覚
す
る
こ
と
が
多

く
、
痛
く
な
っ
た
と
き
だ
け
歯
科

医
院
に
通
う
人
も
ま
だ
ま
だ
多
い

よ
う
で
す
。

　
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
歯
み

が
き
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
だ
け
で

な
く
、
歯
科
医
院
で
の
定
期
検
診

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
歯
科
医
院
で

は
、
歯
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
定

期
検
診
や
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（
歯
石
や
歯
垢
の
除
去
）、
歯
の
み

が
き
方
や
手
入
れ
の
方
法
等
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
歯
の
健
康
づ
く
り
に
大
切
な
の

は
「
む
し
歯
予
防
」
と
「
歯
周
病

予
防
」
で
す
。「
む
し
歯
予
防
」

に
は
、フ
ッ
素
が
効
果
的
な
の
で
、

フ
ッ
素
入
り
の
歯
磨
き
粉
を
使
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
よ
り
効
果

的
な
の
は
、
歯
に
フ
ッ
素
を
定
期

的
に
塗
る
こ
と
で
す
。
乳
歯
だ
け

で
な
く
、
永
久
歯
に
も
効
果
が
あ

る
の
で
、
新
し
く
生
え
て
き
た
永

久
歯
も
歯
科
医
院
で
塗
っ
て
も
ら

う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
「
歯
周
病
」
は
悪
化
す
る

と
口
の
中
だ
け
で
な
く
、
糖
尿
病

や
心
疾
患
な
ど
の
全
身
の
疾
患
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
痛

く
な
れ
ば
気
付
く
む
し
歯
と
は
違

い
、
歯
周
病
は
歯
を
支
え
る
骨
や

歯
茎
が
弱
っ
て
い
く
病
気
の
た

め
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
悪
化

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
は
、
正
し
い
歯
み
が
き

と
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ

ア
が
大
切
で
す
。
加
え
て
、
少
な

く
と
も
年
に
一
度
は
歯
科
医
院
で

検
診
を
受
け
、
歯
石
・
歯
垢
除
去

な
ど
の
ケ
ア
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

① 

歯
周
疾
患
節
目
検
診

　
今
年
度
中
に
40
・
50
・
60
・
70

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
を
対
象

に
、
歯
科
検
診
に
か
か
る
費
用
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と

な
ら
れ
る
方
へ
は
年
度
当
初
に
案

内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

ご
自
身
の
歯
や
口
の
健
康
づ
く
り

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

② 

　
歳
及
び
　
歳
の

　 

歯
科
検
診

　
よ
り
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
、

口
腔
内
の
衛
生
状
態
に
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
開
始
し
た

事
業
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
中
に

20
歳
及
び
30
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
対

象
と
な
ら
れ
る
方
へ
は
既
に
案
内

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
こ

の
機
会
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
ご

自
身
の
歯
や
口
の
健
康
づ
く
り
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

③ 

年
長
児
フ
ッ
素
塗
布
事
業

　
今
年
度
中
に
６
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
お
子
さ
ん
（
年
長
児
）
を

対
象
に
、
フ
ッ
素
塗
布
（
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
含
む
）
の
無
料
受
診

券
（
1
回
分
）
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
歯

の
育
成
の
た
め
、
こ
の
機
会
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

④ 

妊
婦
歯
科
検
診

　
妊
娠
中
は
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
や

つ
わ
り
等
で
口
腔
内
の
健
康
な
状

態
が
保
た
れ
に
く
い
時
期
に
あ
る

た
め
、
村
で
は
妊
婦
さ
ん
を
対
象

に
歯
科
検
診
に
か
か
る
費
用
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
は

も
と
よ
り
、
出
産
後
の
お
母
さ
ん

と
お
子
さ
ん
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お
口
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健
康
を
守

る
た
め
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

　「
食
べ
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を
歯
で
か
み
、
味
わ
っ
て
食
べ
る
」
こ
と
は
、
私
た
ち

の
心
と
体
を
健
康
に
保
つ
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。

　
今
回
の
ま
め
ま
め
知
識
で
は
『
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
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』
を
テ
ー
マ
に
し
ま
す
。

最
近
、
い
つ
歯
医
者
さ
ん
へ

行
き
ま
し
た
か
？

歯
の
健
康
づ
く
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に
は

む
し
歯
予
防
と
歯
周
病
予
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小
谷
村
で
は
次
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
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ま
す

20

30

し 
せ
き

し 

こ
う
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令
和
６
年
５
月
に
現
在
の
農
業
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
の
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
り
、
選
挙
で
は
な
く
公
募
・

推
薦
に
よ
る
農
業
委
員
の
任
命
と
な
り
ま
す
。

●
指
定
地
域
で
農
業
委
員
に
適
し
た
方
を
推
薦
す
る

　
農
業
委
員
の
公
募
に
は
、

①
決
め
ら
れ
た
地
域
か
ら
農
業
委
員
と
な
る
べ
く
方
を
推
薦
し
て
も
ら
い

ま
す
。

②
決
め
ら
れ
た
地
域
と
は
、
左
記
表
に
区
分
さ
れ
る
地
域
と
な
り
ま
す
。

●
農
業
委
員
任
命
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

小
谷
村
農
業
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

　　
　
農
業
委
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
者
を
指
定
さ
れ

た
地
域
内
で
推
薦
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
法
に
規
定
す
る

農
業
委
員
に
推
薦
で
き
な
い
者
（
役
場
職
員
な
ど
）

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
選
挙
で
は
な
い
の
で
公
職

選
挙
法
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
　
推
薦
す
る
者
の
指
定
要
件
が
あ
る
の
か
？
（
農

業
者
や
耕
作
面
積
等
）

　
　
地
区
か
ら
任
命
し
て
い
た
だ
く
者
に
対
す
る
耕

作
面
積
や
農
業
者
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

あ
る
程
度
農
業
に
理
解
の
あ
る
方
が
望
ま
し
い
で

す
。
認
定
農
業
者
や
女
性
な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
農

業
委
員
と
し
て
活
動
で
き
る
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
応
募
に
対
す
る
説
明
会
な
ど
は
行
う
か
？

　
　
令
和
６
年
1
月
15
日
午
前
10
時
に
役
場
１
０
１

会
議
室
で
事
務
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
推
薦
地
区

関
係
者
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
詳
細
や
質
問
に
つ
い
て

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
小
谷
村
役
場
農
林
係
内
）

　
　
８
２
‐
２
５
８
８
（
直
通
）

　
一
般
行
政
（
初
級
）　
　
若
干
名

　
社
会
福
祉
士
　
　
　
　 

若
干
名

　
令
和
５
年
12
月
22
日
（
金
）
ま
で
。

　（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
締
切
日
ま
で
に
到
着

し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
１
月
21
日
（
日
）

　
小
谷
村
役
場

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
役
場
　
総
務
課
庶
務
係

　
　
８
２
‐
２
０
２
４

※
募
集
要
綱
は
、
総
務
課
窓
口
又
は
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
応
募
の
Ｑ
＆
Ａ

ＱＡＱＡＱＡ

小
谷
村
職
員
採
用
試
験

令
和
６
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

①
職
種
・
募
集
人
員

②
申
込
締
切
日

③
第
一
次
試
験
日
・
会
場

地　区　名 募集人員

栂池南、栂池北、
川上、五区、千国 ２名

土倉、蕨平、峯立屋 １名

黒川、伊折、月岡、
池の平、平間、日道 １名

南雨中、北雨中、
下里瀬、虫尾 １名

池原下、池原、石坂、
来馬 １名

土谷全域 １名

中谷全域 １名

三ケ村、下寺、
島塩坂、湯原 １名

深原、李平、大網、
姫川温泉、戸土 １名

20 16 15
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（11）　広報おたり　令和５年 12 月号 広報おたり　令和５年 12 月号（10）

白馬リサイクルセンターからのお知らせ
冬期特別受け入れについて

　令和５年度冬の観光シーズンに伴うごみ、リサイクル物の冬期特別受け入れを次のとおり行います。
カレンダーを確認し、お間違えのないようお願いいたします。

【受入期間及び時間】
　＜期　　間＞　令和５年 12 月 24 日（日）から令和６年３月 31 日（日）まで
　＜休　　み＞　期間中、土曜日と第四日曜日及び 12 月 31 日、1 月 1 日
　＜受入時間＞　午前９時から午後３時まで

【搬入方法】
　●燃えるごみ・金属類は「北アルプス広域連合の指定ごみ袋」で搬入してください。
　●リサイクル物は無料です。（指定袋は不要）搬入できるリサイクル物は、

　　ダンボール・ペットボトル・無色ビン・茶色ビン・その他の色ビン・ガラスくず（陶磁器くず）・
　　白色トレイ・アルミ缶・紙パック・プラスチック製容器包装・紙製容器包装・新聞（折込チラシ）・
　　雑誌・雑紙・衣類（布類）・小型家電・廃食用油・乾電池・蛍光管・水銀式温度計・体温計　です。

日 月 火 水 木 金 土
26 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

令和５年12月 令和６年１月

休み

休み

休み

休み

休み

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

休み

休み

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 2

令和６年２月

休み

休み

休み

休み

休み

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

令和６年３月

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

特別受入 特別受入

特別受入

特別受入

特別受入

特別受入

特別受入

特別受入

特別受入

特別受入

特別受入 特別受入

特別受入 特別受入特別受入

休み

休み 特別受入 特別受入

特別受入

休み

特別受入

白馬リサイクルセンターからのお願い

●搬入時はシート掛けを行い、道路にごみやリサイクル物等を落とさないよう注意してください。
●収集業務及び粗大ごみのお問合せは、下記へお願いします。
　【小谷村役場住民福祉課住民係　　82-2581】
●その他ご不明な点は白馬リサイクルセンター（　72-3312) までお問合せください。
　ＵＲＬ　 http://www.kita-alps.omachi.nagano.jp/
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●搬入時はシート掛けを行い、道路にごみやリサイクル物等を落とさないよう注意してください。
●収集業務及び粗大ごみのお問合せは、下記へお願いします。
　【小谷村役場住民福祉課住民係　　82-2581】
●その他ご不明な点は白馬リサイクルセンター（　72-3312) までお問合せください。
　ＵＲＬ　 http://www.kita-alps.omachi.nagano.jp/
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＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。

＊４のつく日（４日・14日・24日）は
　「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践をお願いします。

交通安全啓発日について

■お問い合わせ
　大町地区交通安全協会小谷支部事務局
　総務課庶務係　　８２‐２０２４

●お悔やみ

年齢 地区 親族氏　名

石田　弘美 88 歳 蕨平 幸輝

●あかちゃん

地区 保護者氏　名

栂池南 大將・莉佳子森田　 莉桜
もり た り   ら

　
近
年
観
測
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る
集
中
的
な

豪
雪
が
局
所
的
に
多
発
し
て
お
り
、
大
規
模
な

滞
留
車
両
の
発
生
や
、長
時
間
の
通
行
止
め
等
、

人
命
や
経
済
活
動
に
影
響
す
る
よ
う
な
事
象
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
大
雪
時
の
対
応
方
針
を
「
人

命
を
最
優
先
に
、
幹
線
道
路
上
で
大
規
模
な
車

両
滞
留
を
徹
底
的
に
回
避
す
る
」
に
転
換
し
、

事
前
の
通
行
止
め
や
、
集
中
除
雪
の
実
施
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
通
行
規
制
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
連
絡
会

議
（
国
、
高
速
道
路
会
社
、
県
、
警
察
）
で
通

行
止
め
区
間
等
の
調
整
を
行
っ
た
う
え
で
、
規

制
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
通
行
止
め
と
な

る
可
能
性
の
高
い
場
合
は
、
対
象
の
区
間
等
に

つ
い
て
広
報
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
通

行
規
制
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
も
で
き

る
だ
け
早
期
に
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
大
町
建
設
事
務
所
維
持
管
理
課
維
持
係

　
　
２
２
‐
５
１
１
１
（
代
）

国
道
148
号
の
通
行
規
制
に

関
す
る
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
12
月
20
日
（
水
）

　
午
後
４
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
12
月
25
日
（
月
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
１
月
10

日
（
水
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 12

　
月

今
月
の
納
税

税  

目

期  

別

納
期
限

固
定
資
産
税

３
期

１
月
４
日（
木
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
５
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

税  

目

期  

別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

７
期

１
月
４
日（
木
）

税  

目

期  

別

納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

６
期

１
月
４
日（
木
）

丸山　順子 73 歳 太田 正樹

　
作
業
中
の
除
雪
車
は
、
死
角
が
多
い

た
め
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
特
に
除
雪

車
後
方
は
死
角
に
な
る
た
め
、
絶
対
に

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　　
道
路
上
に
車
を
放
置
す
る
と
除
雪
作

業
の
妨
げ
に
な
る
ほ
か
、
通
行
す
る
車

両
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
最
悪
の
場
合
、

そ
の
道
路
が
除
雪
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
作
業
上
、
一
時
的
に
道
路
の
通
行
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

故
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
作
業
エ

リ
ア
へ
強
引
に
進
入
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　　
除
雪
が
終
了
し
た
道
路
に
雪
を
出
す

方
が
い
ま
す
が
、
安
全
な
交
通
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
リ
ッ
プ
事
故

な
ど
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
積
雪
・
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
玄

関
先
に
雪
が
残
っ
て
し
ま
う
、
道
路
の

幅
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
等
、
充
分
な

除
雪
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
に
は
作
業
音
が
う
る
さ
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
皆
様
の
生

活
道
路
の
確
保
の
た
め
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
雪
崩
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
役
場
建
設
係
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
水
道
課
建
設
係

　
　
８
２
‐
２
２
０
４

道
路
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
冬
期
間
の
道
路
除
雪
は
、
朝
の
通
勤
通
学
時
間
に
間
に
合
う
よ
う

に
夜
明
け
前
か
ら
行
い
ま
す
。安
全
で
円
滑
な
作
業
が
行
え
る
よ
う
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
村
道
栂
池
旅
館
区
線
は
急
勾
配
の
た
め
、
12
月
20
日
か
ら
翌

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
道
路
交
通
法
に
よ
る
一
方
通
行
と
な

り
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
は
通
行
禁
止
違
反
と
な
り
、
違
反
点

数
の
加
算
及
び
反
則
金
が
課
さ
れ
ま
す
。
冬
期
間
の
安
全
な
通

行
を
確
保
す
る
た
め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
道
栂
池
旅
館
区
線
は
冬
期
間

　
　
　
　
　  

に
な
り
ま
す

　
冬
季
は
着
雪
に
よ
る
倒
木
が
発
生
し
や
す

く
、
道
路
通
行
の
支
障
と
な
る
事
例
も
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
倒
木
が
原
因
と
な
り
車
両
や

歩
行
者
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、立
木（
土

地
）
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
ま
す
の

で
、
今
一
度
ご
自
身
が
所
有
さ
れ
る
土
地
の
立

木
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
所
有
者
の
責
任
で
伐

採
・
枝
払
い
な
ど
の
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
路
通
行
や
除
雪
業
務
に
支
障
と
な
る

樹
木
が
あ
る
場
合
は
、
緊
急
対
応
と
し
て
予
告

な
く
伐
採
・
撤
去
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
障
木
の
伐
採
に

  

ご
理
解
ご
協
力
を

　
　 

お
願
い
し
ま
す

●
民
法
第
２
３
３
条 

【
竹
木
の
枝
の
切
除
及
び

根
の
切
取
り
】

●
民
法
第
７
１
７
条 

【
土
地
の
工
作
物
等
の
占

有
者
及
び
所
有
者
の
責
任
】

●
道
路
法
第
４
３
条
【
道
路
に
関
す
る
禁
止
行

為
】

　
作
業
時
に
は
通
行
車
両
や
自
動
車
又
は
歩
行

者
の
安
全
確
保
と
、
立
木
や
は
し
ご
等
か
ら
の

転
落
防
止
に
十
分
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
電
線
（
電
気
・
電
話
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
が

絡
む
枝
先
の
剪
定
は
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、

管
理
事
業
者
（
中
部
電
力
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
事
務
局
）
に
依
頼
す
る
等
、
ご
自
身
で
全
て

作
業
を
行
う
こ
と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

一
方
通
行

除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い
で

路
上
駐
車
は
絶
対
に
だ
め

通
行
止
に
ご
協
力
を

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

危
険
な
個
所
を
発
見
し
た
ら

枝
払
い
作
業
時
の
注
意
事
項
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近
年
観
測
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る
集
中
的
な

豪
雪
が
局
所
的
に
多
発
し
て
お
り
、
大
規
模
な

滞
留
車
両
の
発
生
や
、長
時
間
の
通
行
止
め
等
、

人
命
や
経
済
活
動
に
影
響
す
る
よ
う
な
事
象
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
大
雪
時
の
対
応
方
針
を
「
人

命
を
最
優
先
に
、
幹
線
道
路
上
で
大
規
模
な
車

両
滞
留
を
徹
底
的
に
回
避
す
る
」
に
転
換
し
、

事
前
の
通
行
止
め
や
、
集
中
除
雪
の
実
施
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
通
行
規
制
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
連
絡
会

議
（
国
、
高
速
道
路
会
社
、
県
、
警
察
）
で
通

行
止
め
区
間
等
の
調
整
を
行
っ
た
う
え
で
、
規

制
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
通
行
止
め
と
な

る
可
能
性
の
高
い
場
合
は
、
対
象
の
区
間
等
に

つ
い
て
広
報
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
通

行
規
制
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
も
で
き

る
だ
け
早
期
に
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

大
町
建
設
事
務
所
維
持
管
理
課
維
持
係

　
　
２
２
‐
５
１
１
１
（
代
）

国
道
148
号
の
通
行
規
制
に

関
す
る
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
12
月
20
日
（
水
）

　
午
後
４
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
12
月
25
日
（
月
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
１
月
10

日
（
水
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 12

　
月

今
月
の
納
税

税

目

期

別

納
期
限

固
定
資
産
税

３
期

１
月
４
日（
木
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
５
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

税

目

期

別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

７
期

１
月
４
日（
木
）

税

目

期

別

納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

６
期

１
月
４
日（
木
）

作
業
中
の
除
雪
車
は
、
死
角
が
多
い

た
め
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
特
に
除
雪

車
後
方
は
死
角
に
な
る
た
め
、
絶
対
に

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

道
路
上
に
車
を
放
置
す
る
と
除
雪
作

業
の
妨
げ
に
な
る
ほ
か
、
通
行
す
る
車

両
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
最
悪
の
場
合
、

そ
の
道
路
が
除
雪
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

作
業
上
、
一
時
的
に
道
路
の
通
行
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

故
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
作
業
エ

リ
ア
へ
強
引
に
進
入
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。除

雪
が
終
了
し
た
道
路
に
雪
を
出
す

方
が
い
ま
す
が
、
安
全
な
交
通
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
リ
ッ
プ
事
故

な
ど
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

積
雪
・
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
玄

関
先
に
雪
が
残
っ
て
し
ま
う
、
道
路
の

幅
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
等
、
充
分
な

除
雪
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
に
は
作
業
音
が
う
る
さ
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
皆
様
の
生

活
道
路
の
確
保
の
た
め
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
崩
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
役
場
建
設
係
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
建
設
係

８
２
‐
２
２
０
４

道
路
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

冬
期
間
の
道
路
除
雪
は
、
朝
の
通
勤
通
学
時
間
に
間
に
合
う
よ
う

に
夜
明
け
前
か
ら
行
い
ま
す
。安
全
で
円
滑
な
作
業
が
行
え
る
よ
う
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
道
栂
池
旅
館
区
線
は
急
勾
配
の
た
め
、
12
月
20
日
か
ら
翌

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
道
路
交
通
法
に
よ
る
一
方
通
行
と
な

り
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
は
通
行
禁
止
違
反
と
な
り
、
違
反
点

数
の
加
算
及
び
反
則
金
が
課
さ
れ
ま
す
。
冬
期
間
の
安
全
な
通

行
を
確
保
す
る
た
め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
道
栂
池
旅
館
区
線
は
冬
期
間

に
な
り
ま
す

冬
季
は
着
雪
に
よ
る
倒
木
が
発
生
し
や
す

く
、
道
路
通
行
の
支
障
と
な
る
事
例
も
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
倒
木
が
原
因
と
な
り
車
両
や

歩
行
者
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、立
木（
土

地
）
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
ま
す
の

で
、
今
一
度
ご
自
身
が
所
有
さ
れ
る
土
地
の
立

木
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
所
有
者
の
責
任
で
伐

採
・
枝
払
い
な
ど
の
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
路
通
行
や
除
雪
業
務
に
支
障
と
な
る

樹
木
が
あ
る
場
合
は
、
緊
急
対
応
と
し
て
予
告

な
く
伐
採
・
撤
去
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
障
木
の
伐
採
に

ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

●
民
法
第
２
３
３
条
【
竹
木
の
枝
の
切
除
及
び

根
の
切
取
り
】

●
民
法
第
７
１
７
条
【
土
地
の
工
作
物
等
の
占

有
者
及
び
所
有
者
の
責
任
】

●
道
路
法
第
４
３
条
【
道
路
に
関
す
る
禁
止
行

為
】

作
業
時
に
は
通
行
車
両
や
自
動
車
又
は
歩
行

者
の
安
全
確
保
と
、
立
木
や
は
し
ご
等
か
ら
の

転
落
防
止
に
十
分
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
電
線
（
電
気
・
電
話
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
が

絡
む
枝
先
の
剪
定
は
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、

管
理
事
業
者
（
中
部
電
力
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
事
務
局
）
に
依
頼
す
る
等
、
ご
自
身
で
全
て

作
業
を
行
う
こ
と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

一
方
通
行

除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い
で

路
上
駐
車
は
絶
対
に
だ
め

通
行
止
に
ご
協
力
を

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

危
険
な
個
所
を
発
見
し
た
ら

枝
払
い
作
業
時
の
注
意
事
項


